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９．岡山県のモモにおけるカイガラムシ類の発生状況 

 

［要約］ 

岡山県のモモ産地では、防除時期の異なるウメシロカイガラムシとクワシロカイガラ

ムシの両種が広範囲に発生しており、一部地域ではナシマルカイガラムシ（サンホーゼ

カイガラムシ）も発生している。  
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［背景・ねらい］ 

岡山県のモモ園では、マシン油乳剤の使用の減少や化学農薬の散布回数の減少などによ

って、カイガラムシ類が多発傾向である。本県のモモに発生しているカイガラムシは、ウ

メシロカイガラムシが優占していると考えられてきたが、県内の一部地域でクワシロカイ

ガラムシやナシマルカイガラムシの発生が確認された。これらは防除時期が異なるため、

防除効果が安定しない。そこで、県内全域のカイガラムシ類の発生状況を明らかにする。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．県内全域では、ウメシロカイガラムシが優占種で発生している圃場割合は36.2％、ク

ワシロカイガラムシが優占種で発生している圃場割合は55.3％、両種が混発している圃

場割合は8.5％である（図１、図３）。  

２．地域別では、県南部及び北部ではクワシロカイガラムシの発生圃場割合は約50％、中

部では約90％である（図２）  

３．県内の一部地域では上記２種とは防除時期が異なるナシマルカイガラムシの発生が確

認されている（データ省略）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本調査は、県内のモモ生産圃場47圃場での調査結果である。  

２．カイガラムシに対する防除時期はカイガラムシの種類によって異なるため、各園で発

生しているカイガラムシの種類に合わせた防除が必要である。  
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図２ 地域別におけるウメシロカイガラムシ及びクワシロカイガラムシの発生状況  

注）県南部は備前、備南地域、県中部は東備、高梁地域、県北部は勝英、新見地域  

図１ 県内におけるウメシロカイガラムシ及びクワシ

ロカイガラムシの発生状況（47 圃場）  

注）圃場内で同一種が 75％以上占める種を「優占種」、25～75％

の割合で２種が混在している場合を「混発」とする  

図３ カイガラムシ類の形態  

左：ウメシロカイガラムシの雌成虫（体長２～３mm、オレンジ色）と雌成虫を覆ったカイガラ（白色）  

中：ウメシロカイガラムシ雌成虫と卵（カイガラをとりはずした雌成虫）  

右：クワシロカイガラムシの雌成虫（体長２～３mm、オレンジ色）と雌成虫を覆ったカイガラ（白色）  

（県南部は備前、備南地域、県中部は東備、高梁地域、県北部は勝英、新見地域）  
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